
農業の復旧・復興に向けた取組状況（農政部）平成30年北海道胆振東部地震

農 地 ・ 農 業 用 施 設 等 の 復 旧 状 況 （２年８月末現在）

◆ 農地・農業用施設等の復旧

・被災した農地や農業用施設について、関係部や関係機関と連携し、工法やスケジュールなど調整しながら、災害復旧事業

を計画的に実施

・被害を受けた農地の137.6ha、用水路や排水路の農業用施設の80件を事業実施

・令和２年８月末までに、農地のほぼ全て、農業用施設の９割以上が復旧完了（年内に全て完了する予定）

◆ 復旧した農地の生産力回復に向けた取組

・胆振総合振興局の農村振興課や胆振農業改良普及センターが中心となって、復旧農地の生産力の回復に向けた取組を開始

区 分 災害復旧
事業

着手済

うち完了

農 地 96 件
(137.6 ha)

96 件
(137.6 ha)

95 件
(137.3 ha)

農業用施設等 80 件 80 件 74 件

合 計 176 件 176 件 169 件

復旧した農地の生産力回復に向けた取組

山腹崩壊による農地の被災（30年９月）

厚真町字富里

営農再開（２年７月）

［被害概要］

農 地 161か所 56億円

農業用施設 137か所 36億円

生活関連 3か所 3億円
（集落排水施設等）

合 計 301か所 95億円

〇 胆振農業改良普及センターを中心とした「技術

対策プロジェクトチーム」による技術対策ハンド

ブックの作成や技術対策の検証及び取りまとめを

実施（30年９月～）

〇 本年度からは、復旧した農地の生産力回復を図

るため、土壌調査や作物の生育・収量調査などを

実施し、農業者への営農指導や助言、効果的な基

盤整備の実施などの改善手法を提案する「農地フ

ォローアップ」の取組を開始

生育調査（２年７月）
フォローアップ調査
関係者打ち合わせ（２年７月）

【令和２年９月】
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